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○ ○ ○ ○ ○
違う言葉や音楽に出会う ○ ○
まず“友だち”になる ○ ○ ○
友達・仲間と出かける（遠足など） ○ ○ ○
歴史を知る・伝える（他と比較して考える）
先輩の姿を知る・見る、身近な先輩訪問 ○ ○ ○









色々な場所に行ってみる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○




子どもの話を聴く ○ ○ ○
工作・図工教室（⇒自分を表現する） ○ ○
スポーツ大会／お祭り ○ ○ ○ ○
職場体験 ○ ○ ○ ○
子どもだけではなく、その親へも、子どもの進
路選択を伝える









子どもと根気良く付き合う ○ ○ ○
母国語のサポート ○ ○ ○ ○
得意分野を見つけさせる ○ ○
自分の国の文化を教える、教えられる ○ ○
違う文化の人と出会う ○ ○ ○
話をする、聞く練習 ○ ○
皆で遊ぶイベントを企画する ○ ○ ○
表1　テーマを遂行するために必要なアイデアと協働期間（Cグル プー）
106 トランスナショナルな子どもたちの教育を考える
するであろうということ想定し、下記
項目を設定した。
・子どもと根気よく付き合う
・母語でサポートする
・得意分野を探す
・自分の国の文化を教える、学ぶ
・違う文化の人と出会う
・話をする
・話を聴く練習をする
・皆で遊ぶイベントを企画する
4．「どこと協働する事ができるか考えよう」
　上記３の短期・中期・長期に行われるアイデ
アについて、「どこと協働することができるか」
について話合い、協働先を検討した。これら
一連の流れと結果は、表1に示す。
　テーマを遂行するために必要なアイデア
と、そのアイデアについてどのような機関や
人と協働できるかについて、遂行できると考
えられる期間別にまとめたものが表1である。
それぞれのアイデアについて協働できる機関
や団体を考え、それぞれのアイデアを協働で
きる機関に○がつけられている。
5．協働できる機関・団体
　上記2、3の項目について、どのような機関
や団体と協働できるかを話し合い、家族、地
域、学校、ボランティア団体、市町村、国、
会社・企業、教育委員会、大使館の10団体
に絞った。
6．考察
　Cグル プーのグル プーワークの成果として
は、最後のまとめの部分までは時間の都合で
行うことはできなかったが、大きく以下の2
点が大きな学びといえるだろう。
　一つ目として、本グル プーではどちらかとい
〈参加者の感想〉
・自分の地域でやれる事をやろうと思いました。
・多様な人々が集まって話す事はパワーになる。
・世界は狭かった。
・意外なつながりを見つけました。
・日本人や外国人ではなく、人間。
・一人ではできないことをみんなの力でできるんだ。
・もっとこういう交流の場を増やそう。
・自分から発信できるデータ集めから始めます。
・情報と知り合いが増えました！
・当事者がしっかり育っていること、次へ発信しようとしている事が力強く感じられました。
107Ⅲ　グループワーク「課題の解決策のアイデアを考える」
えば “支援する側”の立場にある人が多かった
が、“支援される側”とのつながりや、支援さ
れる側の “思い”を欠くことができないという
ことが確認できた。また、どちらか一方から
の関わり・行動ではなく、互いの立場から活
動することが必要である。
　二つ目に、さまざまな立場にある参加者が
一つのテーマについて話し合うことで、異な
る視点からの意見の交換が行えたという点で
は、大きな収穫があったと考える。話し合い
の過程で、立場の相違による課題への視点の
違いや、問題への取り組み方の相違に気付か
され、また新しい視点で考えられた。そして、
根本的に問題としての捉え方も違うことにも
気付かされ、それらに対する再発見をするこ
とができたことは、新たな気付きでもあった。
　この度の話し合いでは、活動（取り組み）内
容に対して具体的な計画や活動内容を企画す
ることはできなかった。今後への課題として、
支援される側-支援する側、そのなかでのそ
れぞれのさまざまな立場においての視点を通
して、広い視野での問題発見とそれへの取り
組み、解決への道を、より具体的に計画する
ことが大切である。そして、それぞれの立場
でできることから行動に移していくことが求
められると考える。そのためにも、今回のワー
クショップは、今後もこのような意見交換や
情報交換を引き続き行っていく、よいきっか
け作りにもなったのではないだろうか。
写真2　出されたアイデアを付箋を使って表にまとめる
